
































































































































































それに対し、B、C地点では、枯れ木や倒木がそのままの状態で放置されています。図２，３にＡ

地点（北公園）、Ｂ地点（生物科学安全研究所）の様子を示します。

昨年度同様、バナナトラップ（バナナ、焼酎、砂糖、酢の混合物）を夕刻、それぞれの雑木林に吊

し、翌朝、午前４時頃、回収して、その中および周辺にいるカブトムシやクワガタの数を数える方法

で調査を行いました。

図３ Ｂ地点（生物科学安全研究所の雑木林）内の様子図２ Ａ地点（北公園）内の様子

２．調査結果

図２，３にＡ地点（北公園）、Ｂ地点（生物科学安全研究所）の様子を示します。

昨年度同様、バナナトラップ（バナナ、焼酎、砂糖、酢の混合物）を夕刻、それぞれの雑木林に吊

し、翌朝、午前４時頃、回収して、その中および周辺にいるカブトムシやクワガタの数を数える方法

で調査を行いました。

2019年は2018年と比べて、梅雨の終わりが遅くて、寒い期間が長く続いたことで、カブトムシ

の大量発生が遅れました。特徴的な7月31日の結果を比較すると、A地点では、カブトムシの♂が

38匹、♀が55匹（計93匹）、クワガタがいないのに対し、Ｂ地点では、カブトムシ♂11匹、♀が

20匹（計31匹）、ノコギリクワガタの♂が3匹、♀が4匹（計7匹）、コクワガタの♂が3匹、♀が

4匹（計7匹）でした。そのほかの日も、北公園ではカブトムシだけだったのに対し、同じ地区で道

路ひとつ隔てたＢ地点では、カブトムシもクワガタも採取できることが分かりました。

この2ヶ所を比較すると、北公園では花の栽培のために腐葉土を作っている場所があり、落ち葉が

溜まった場所が広くあります。そこはカブトムシの産卵に適した場所です。台風などの影響で倒木と

なった枯れ木は、景観をそこねるとか安全上問題があるということで、処分されてしまい、園内には

ほとんどありません。一方、生物科学安全研究所の雑木林では自然がそのままの状態で残されており、

落ち葉も枯れ木も残されているので、カブトムシにとってもクワガタにとっても産卵場所が確保され

ていると思われます。

カブトムシやクワガタがバナナトラップの匂いに引かれて集まると考えられますが、彼らが住んで

いる場所に一番近いトラップに集まり、道路を飛び越えて、隣のトラップまで飛んでくるものの数は

少ないと思われます。これはさらなる検証が必要です。
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図４ 北公園に仕掛けたバナナトラップに
集まったカブトムシ

図５ Ｃ地点で仕掛けたバナナトラップの
近くに集まったゲジゲジ

Ａ地点（北公園）では図４に示すように、多くのカブトムシがバナナトラップの袋の内外、その

近くの樹皮に集まりました。Ｂ，Ｃ地点では、数匹のカブトムシが集まる程度で、クワガタもその

中に含まれました。されにバナナトラップの周囲には図５で示すようなゲジゲジがいることがたび

たびでした。バナナトラップ袋の中にはムカデが入っていることもよくありました。しかし、ゲジ

ゲジやムカデはＡ地点ではまったく見ることはできませんでした。

調査場所 カブトムシ クワガタ
ゲジゲジ、ムカデ、ゴキブリ、
カナブン、スズメバチ

相模原北公園 極端に多い 非常に少ない いない

生物科学安全研究所雑木林 適度に生息 適度に生息 適度に生息

城山もみじホール横雑木林 適度に生息 適度に生息 適度に生息

これらのことを纏めると表１のようになります。つまり、Ａ地点（北公園）では昨年同様、カブ

トムシが極端に多く、クワガタや他の生物が少ない。一方、自然の状態に近いＢ，Ｃ地点では、カ

ブトムシやクワガタも適度に生息し、ゲジゲジやムカデなど多様な生物が生息していることが分か

ります。

表１ 北公園、生物科学安全研究所雑木林、城山もみじホール近くの雑木林に生息する昆虫の比較

３．考察

ここでカブトムシとクワガタの生態の違いを考えて見ます。どちらの成虫もクヌギやコナラ

などの落葉樹からでる樹液をエサとしています。樹液には、昼間、カナブンやスズメバチも集

まります。夜間はカナブン、スズメバチはいなくなり、カブトムシやクワガタと蛾、ゲジゲジ、

ムカデなどが集まります。

カブトムシの成虫は交尾をしてメスが腐葉土の中にもぐり、直径１ミリほどの白い卵を産み

付け、幼虫が腐葉土を食べて、翌年、サナギに変態してから、６月末頃から７月にかけて成虫

となります。カブトムシは１年を周期として生きています。
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図６ 北公園で処分される予定の枯れ木から出

てきたクワガタの幼虫

種類 産卵場所 幼虫のエサ 寿命 越冬性
成虫のエ
サ

カブトムシ 腐葉土の中 腐葉土 １年
成虫は秋に全部死んで、

幼虫で越冬する
樹液

クワガタ 枯れ木の中 枯れ木
成虫２～３年、
幼虫～２年

成虫も幼虫も越冬する 樹液

一方、クワガタの成虫はカブトムシと同じ樹液を食べますが、メスが産卵する場所と成育年数が異

なります。カブトムシのメスが腐葉土の中に産卵するのに対し、交尾したクワガタのメスはクヌギや

コナラの枯れ木に自ら孔を掘り、その中で産卵します。そのためクワガタの卵を見つけることは難し

いです。図６は北公園で処分される予定の枯れ木をナタで割ったところ、クワガタの幼虫がでてきた

のを示す写真です。

クワガタの幼虫は枯れ木の中で、２～3年かけて卵、幼虫、サナギと変態を繰り返して成長します。

クワガタの成虫はカブトムシと違って、越冬することができ、２～３年間生きて子孫を残す一生をお

くります。

このように、クワガタは枯れ木がないと産卵することも、幼虫が成虫まで育つことができません。

このことは腐葉土さえあれば、容易に繁殖することができるカブトムシと大きく異なるところです。

表２ カブトムシとクワガタの生態の違い

参考資料

１．三宅 潔、平成３０年度相模原市環境観察員制度年次報告書、pp.63-69.

２．三宅 潔、令和元年学びの収穫祭予稿（相模原市立博物館）、pp.9-12.

３．三宅 潔、第２６回市民環境活動報告会講演要旨集、pp.55-60.

4．結論

相模原市内には自然の里山がまだ残っていて、カブトムシやクワガタなどの昆虫がたくさん生息して

います。北公園のような都市公園内では、必ずしも、自然界の生物の生息分布とは一致しないことが分

かります。公園を維持管理される行政へクヌギやコナラの木を時々伐採し萌芽再生を行うとか、伐採木

の一部を公園内に長期間置いておくなどの工夫をして昆虫が産卵しやすい環境を作るように要望を提案

しました。これらのことを第26回市民環境活動報告会で講演しました。
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2019年
集計

2017年
結果

2016年
結果

2015年
結果

2014年
結果

2019年
集計

2017年
結果

2016年
結果

2015年
結果

2014年
結果

2019年
集計

2017年
結果

2016年
結果

2015年
結果

2014年
結果

A 10 6 6 2 17 11 7 10 17 15 21 13 16 19 32

B 15 7 8 6 11 13 6 11 4 6 28 13 19 10 17

C 9 7 9 21 19 9 13 12 16 19 18 20 21 37 38

D 10 11 31 4 9 12 19 18 4 14 22 30 49 8 23

計 44 31 54 33 56 45 45 51 41 54 89 76 105 74 110

A 6 8 2 4 6 7 2 3 4 3 13 10 5 8 9

B 7 2 1 7 3 5 0 1 5 2 12 2 2 12 5

C 8 1 9 5 5 7 1 3 1 0 15 2 12 6 5

D 13 29 10 10 10 8 3 3 8 4 21 32 13 18 14

計 34 40 22 26 24 27 6 10 18 9 61 46 32 44 33

A 6 4 5 6 7 1 4 3 5 1 7 8 8 11 8

B 6 3 2 5 9 1 4 2 2 1 7 7 4 7 10

C 1 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 2 0 1

D 9 0 2 1 0 0 0 5 0 0 9 0 7 1 0

計 22 7 10 12 17 2 9 11 7 2 23 16 21 19 19

A 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 1

B 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0 2 2 0 0 1

C 0 0 1 0 2 0 2 0 0 2 0 2 1 0 4

D 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1

計 1 2 1 0 5 1 3 0 1 2 2 5 1 1 7

A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

B 不明 0 0 0 0 不明 0 0 0 0 1 0 0 0 0

C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

101 80 87 71 102 75 63 72 67 67 176 143 159 138 169

合計（個）
班

アブラゼミ

♀（メス）

ミンミンゼミ

ヒグラシ

ニイニイゼミ

総合計

♂（オス）

ツクツクホウシ

５ こどもエコクラブ 

 

こどもエコクラブ セミの抜け殻調査隊による調査結果報告 

 

◆調査目的 

 こどもエコクラブ事業の一環として、セミの抜け殻調査を行いました。子どもにとって身近な夏の昆虫

「セミ」の生態をより深く正しく知ることで，自然環境の多様性とその大切さを学びます。また、相模原

市内のセミの生息状況について調査を行うことで、データの蓄積に努めます。 

 

◆調査期間・場所 

令和元年８月2０日（火） 相模原市立相模原北公園 

 

◆調査方法 

 セミについて事前学習を行い、ロープで4つに区切った調査地にて班毎にセミの抜け殻を約３０分、採

取し同定作業を行い調査地区毎に各セミの個体数を調査しました。調査後には結果について考察し模造紙

に記録をまとめ発表しました。 

 

◆調査結果 

表５－１ セミのぬけがら調査結果 
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6 その他調査 

 

（１）仙洞寺山データ収集会 

フォレスト２１さがみの森連絡協議会のガイドブック作成事業に協力する形で調査を実施しました。 

・ガイドブックのテーマ（２０２０年発行予定） 

『仙洞寺山の魅力発見～生きものたちとフォレスト２１「さがみの森」の森づくり～（仮）』 

 

◆調査目的 

仙洞寺山（緑区青山）でみられる野鳥、昆虫、哺乳類の種類の記録、写真撮影を目的にデータ収集会を

行いました。 

 
◆調査概要 

 ５月に野鳥の、７月に昆虫のデータ収集を実施しました。 

 １０月と１１月に野鳥と哺乳類のデータ収集を予定していましたが台風１９号の被害により開催を中

止しました。 

 
◆調査方法 

 ＜野鳥＞ 

［ラインセンサス法］ 

・あらかじめ設定したルート上を、時速１．５ｋｍ～２ｋｍで歩行し、調査ルートの片側５０ｍ 

（両側１００ｍ）幅の範囲内に出現した鳥類の種類、個体数等を記録した。 

・姿の確認がない場合であっても鳴き声を２人以上が確認したときは種類のみを記録した。 

＜昆虫＞ 

・あらかじめ設定したルート上をゆっくり歩きながら、みつけた昆虫の種類を記録した。その場で種が

わからないものについては採集して確認した。 

◆活動報告 

第１回 仙洞寺山データ収集会  

日  時 ５月２５日（土）午前９時２０分～正午 

テーマ 野鳥 

参加者 合計 ９名 

講 師 後藤裕子氏 

観察員 川口、中島、吉澤、伊藤俊洋、長田、古溝雅人、古溝雅景、杉本、草郷 

事務局 大野、鈴木初音 

 

 第２回 仙洞寺山データ収集会 

日  時 7月１３日（土）午前９時２０分～正午 

テーマ 昆虫 

参加者 合計 ６名 

講 師 守屋博文氏 

 協 力 岡林良一氏、後藤裕子氏 

観察員 川口、安藤岳美、吉澤、早戸、杉本、草郷 

事務局 鵜戸口、鈴木初音 
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第３回 仙洞寺山データ収集会 

日  時 １０月１９日（土）午前９時２０分～正午 

テーマ 野鳥・哺乳類 

※台風１９号とそれに伴う林道の土砂崩れのため中止。 

 

第４回 仙洞寺山データ収集会 

日 時 １１月２３日（土） 

テーマ 野鳥 

※台風１９号とそれに伴う林道の土砂崩れのため中止。 

 

◆調査結果 

表６-１ 仙洞寺山 野鳥結果 

  目 科 種名 

留鳥 

キツツキ キツツキ 
アオゲラ 

コゲラ 

スズメ 

アトリ カワラヒワ 

ウグイス ウグイス 

チメドリ ガビチョウ 

タカ タカ ノスリ 

夏鳥 スズメ 

ウグイス センダイムシクイ 

カササギヒタキ サンコウチョウ 

ツグミ クロツグミ 

ヒタキ キビタキ 

冬鳥 スズメ アトリ イカル 

留鳥 

または 

漂鳥 

スズメ 

シジュウカラ ヤマガラ 

ヒヨドリ 
ヒヨドリ 

ホオジロ 

メジロ メジロ 

ハト ハト 
アオバト 

キジバト 
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表６-２ 仙洞寺山 昆虫結果 

 

目 科 種 状態 

カマキリ目 カマキリ科 カマキリの 1種 幼虫 

カメムシ目 

アオバハゴロモ科 アオバハゴロモ 幼虫 

アワフキムシ科 テングアワフキ   

アワフキムシ上科 アワフキムシの 1種   

オオホシカメムシ科 ヒメフタホシカメムシ   

カメムシ科 
クサギカメムシ   

チャバネアオカメムシ   

キンカメムシ科 アカスジキンカメムシ   

サシガメ上科 シマサシガメ   

マルウンカ科 マルウンカ   

コウチュウ目 

オトシブミ科 ヒメコブオトシブミ   

カミキリムシ科 
ナガゴマフカミキリ   

ヘリグロリンゴカミキリ   

クワガタムシ科 ノコギリクワガタ   

ゴミムシダマシ科 キマワリ   

センチコガネ科 
オオセンチコガネ   

センチコガネ   

ゾウムシ科 
オジロアシナガゾウムシ   

ハスジカツオゾウムシ   

ハネカクシ科 ハネカクシの 1種   

ハムシ科 

イチモンジカメノコハムシ   

イチモンジカメノコハムシ 幼虫 

トゲハムシの 1種   

ホタル科 ベニホタルの 1種   

チョウ目 

スズメガ科 コスズメ   

セセリチョウ科 ダイミョウセセリ   

タテハチョウ科 クロヒカゲ   

ドクガ科 キアシドクガ 羽化殻 

ヤガ上科 アケビコノハ 幼虫 

ハエ目 ムシヒキアブ科 ムシヒキアブの 1種   

ハチ目 
アリ科 ムネアカオオアリ   

アリバチ科 ミカドアリバチ   

バッタ目 
キリギリス科 ヤブキリ 幼虫 

バッタ科 フキバッタの 1種   
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第 3 章 学習活動 
 

第１回及び第2回環境学習セミナー 

  日 時  ４月１４日（日） 

午前１０時～午後２時３０分       

  場 所  環境情報センター  

午前：活動室 午後：学習室 

  参加者  ５９人 

（１）相模原市自然環境観察員制度について 

（２）相模原市立環境情報センター事業について 

（３）自然環境観察員制度活動スケジュールについて 

（４）学習会 第一部 

講 義  ｢市民調査の意義｣ 

講 師  秋山幸也氏（相模原市立博物館） 

（５）平成３０年度全体テーマ調査 

「アメリカオニアザミ」結果報告 

（６）平成３１年度全体テーマ調査説明 

（７）学習会 第二部 

講 義  ｢ツバメの巣分布について｣ 

講 師  秋山幸也氏（相模原市立博物館） 

（８）ツバメの巣分布調査 過去の結果紹介 

（９）調査票の記入方法について 

 

第3回環境学習セミナー 

日 時  ８月 ２４日（土） 

午後２時～午後３時３０分 

  場 所  桜美林大学淵野辺キャンパス４０４教室  

  参加者  ３７人（内観察員１７人） 

（１）学習会 

講  義    ｢地域の自然を調べる ～カワラノギク 

の事例に学ぶ市民活動のヒント～｣ 

講 師  倉本宣氏（明治大学農学部教授） 

 

第４回環境学習セミナー 

  日 時  １０月 ２９日（火） 

午後１時３０分～午後３時 

  場 所  環境情報センター 活動室 

  参加者  １０人 

（１）学習会 

講  義    ｢水生生物の特徴と見分け方｣ 

講 師  守屋博文氏（さがみはら水生動物調査会） 

（２）同定実習 

（３）結果のまとめ 
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第５回環境学習セミナー 

  日 時  ２月 １５日（土） 

午後１時～午後４時 

  場 所  環境情報センター 活動室 

  参加者  １０人 

（１）学習会 

講  義    ｢水生生物の特徴と見分け方｣ 

講 師  守屋博文氏（さがみはら水生動物調査会） 

（２）同定実習 

（３）結果のまとめ 

 

第６回環境学習セミナー ＊新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため中止 

日 時  ３月 １日（日） 

午後１時３０分～午後３時３０分 

  場 所  環境情報センター 学習室 

  参加者   

（１）学習会 

講  義    ｢仙洞寺山データ収集会の報告｣ 

講 師  宮本至氏（森づくりフォーラム） 
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第 4 章 事業連携・広報活動 

 

１ 環境情報センター事業協力者登録制度「エコネットの輪」 

環境情報センター事業協力者登録制度「エコネットの輪」の登録を更新しました。 

 

２ 平成30年度相模原市自然環境観察員制度活動報告会 

平成３０年度に実施した全体テーマ調査と植物調査、野鳥調査、河川生物相調査、湧水環境調査の

４つの専門調査の調査結果を事務局と自然環境観察員から報告しました。 

  日 時  ６月１５日（土） 

   1時３０分～３時４５分 

場 所  環境情報センター 学習室 

参加者  ２７人 

アメリカオニアザミの分布調査：事務局 

     専門調査 

      植物調査    安藤和子 

      野鳥調査    古溝 

      河川生物相調査 田畑 

      湧水環境調査  井口 

自主テーマ調査 

 地中温度（横浜側候所）データの解析 井口 

湧水量の過去の降水量による重回帰分析 亀崎  

相模原市内でのカブトムシクワガタムシの生息状況の調査 三宅 

県相の自然史～2年間の調査から～ 増田 

 

３ さがみはら環境まつりへの出展 

 本制度の取り組みを発表するため、「さがみはら環境まつり」へ出展しました。全体テーマ調査「ア

メリカオニアザミの分布調査」の展示発表を行いました。 

 日 時  6月３０日（日）午前１０時～午後４時 

 場 所  ミウィ橋本 ７・８階 杜のホールはしもと 

 参 加  ８名 

 

４ 相模原市立博物館 学びの収穫祭へ参加 

   自然環境観察員が取り組んだ下記のテーマ調査について口頭発表と展示発表を行いました。 

日 時  11月16日（土）午前１０時～１7日(日) 午後４時 

場 所  相模原市立博物館 

 参 加  １１名 

 

（１）「相模原市内のカブトムシ・クワガタの生息状況調査と 

『昆虫文化を子供たちに伝える会』の活動紹介」 

    発表者：三宅 

（２）「神奈川県淡水魚増殖場の湧水記録データの調査分析」 

発表者：亀崎、井口 
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（３）「相模原台地の段丘面と地下水（その２）―井戸内の気温、水温の温度分布季節変化―」 

発表者：井口、亀崎 

（４）展示発表 

・「相模原市自然環境観察員制度について」 

・「アメリカオニアザミの分布調査」 

 

 



 

資 料 編 

 

 

1 全体テーマ調査 ツバメの巣分布調査手引き 

2 自然観察かわらばん 

  ２－１第５７号 

  ２－２第５8号 

３ 学びの収穫祭（相模原市立博物館主催）発表資料 

  ３－１相模原台地の段丘面と地下水（その２） 

  ３－２相模原市内のカブトムシ・クワガタの生息状況調査と「昆虫文化を子供たちに伝

える会」の活動紹介 



 

２０１９年度 

相模原市自然環境観察員制度全体テーマ調査 

ツバメの巣分布調査の手引き 

資料 １ 
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はじめに 

葉桜の季節となりました。 

ちょうど今、独特の細長い尾で風を切り、ツバメたちは民家の軒下や駐車場の屋根、ビル

の壁などに、巣の材料となる泥や枯れ草をせわしなく運んでいます。 

ツバメのなかまの多くは、ヘビや大型の鳥など外敵から雛を守るために、人間の生活圏に

巣を作る特徴が知られておりスズメ、ドバト、カラス等と並んで、市街地で比較的よく見か

けることができる野鳥です。 

相模原で見られるツバメのなかまの多くは遠いフィリピンやマレーシアから日本に渡って

きて、雛の餌となる昆虫が豊富な春から夏に巣を作り、秋の終わり頃、再び南の島へ帰って

いきます。親ツバメは一日に昆虫を数千匹近く捕まえて、雛に餌として与えると言われてお

り、農作物に悪影響を及ぼす害虫なども捕まえることから、古来より益鳥として人々に親し

まれてきました。 

しかし現在では都市化が進行して、巣の材料に必要な泥の確保が難しくなりました。巣も、

雛が落とすフンが嫌われて撤去されたり、カラスに襲われて繁殖に失敗したり、ツバメの繁

殖環境が悪くなっていると言われています。実際、「ツバメの姿を見かけることが少なくなっ

た」という声も聞こえてきます。 

２００１年から開始した相模原市自然環境観察員制度、身近な生きもの調査の皮切りとな

ったのが、今回の「ツバメの巣分布調査」です。その後、２００６年、２０１４年にも同調

査を実施しており、今年度は新相模原市域としては初めて、旧市域としては４巡目の調査と

なります。 

 風を切り裂き優雅に青空を舞うツバメたちは今、どのような環境で巣を作り雛を育ててい

るのでしょうか、はたして本当に相模原のツバメは少なくなったのでしょうか、調べてみま

しょう。 
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１．ツバメの巣分布調査について 

（１）目的 

相模原市域におけるツバメの巣の分布状況について把握することを目的とします。 

（２）調査期間 

２０１９年４月１４日（日）～６月３０日（日） 

※調査の時間に指定や制限は設けていません。 

（３）調査範囲 

相模原市内全域 

（４）調査について 

・担当調査地のツバメの巣の有無とツバメの種類を確認する調査です。 

・調査対象となるツバメは「ツバメ」、「コシアカツバメ」、「イワツバメ」、「ヒメアマツバメ」

の４種類です。それぞれの外見や巣の特徴などは（５）調査対象についてを参考にしてく

ださい。 

・同封されている、Ａ４カラーのメッシュ地図赤枠内が担当調査地になります。 

・担当メッシュ地図赤枠内でツバメの巣を確認したら、（６）調査票の記入方法を参照しなが

ら調査票へ記録してください。 

・ツバメの巣を確認した場所について、調査票に記した記号を、担当メッシュ地図にも記し

てください。（（７）担当メッシュ地図（Ａ４カラー地図）の記入例を参照） 

・気づいた事があれば、備考欄に記入してください。 
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（５）調査対象について 
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●ツバメ（ツバメ科） 

・巣の外観…民家や商店街、駅など、人の出入りの多い場所の軒下につくる。お椀のような

形。天井にはくっついていない。 

・成鳥の外観…頭から背中にかけて光沢のある紺色、羽には青色や緑色の光沢がある。額と

喉の赤茶色が目立つ。尾羽ははっきりとした燕尾で先が細長い。 

 

●コシアカツバメ（ツバメ科） 

・巣の外観…民家やビル・マンションにつくることが多い。壺を縦に半分にして壁と天井に

つけたような形。 

・成鳥の外観…頭からの上面は黒く、頭の上部と背中、肩羽には紺色の光沢がある。目の後

方から首の後ろは赤茶色。喉から体下面は薄い茶を帯びた白色で、黒褐色の縦斑があり、下

から見るとやや濁った色に見える。尾羽は深く切れ込んだ燕尾で、先は細長い。ツバメより

やや大きく見える。 

 

 

 

 

 

撮影：秋山幸也 撮影：秋山幸也 

撮影：自然環境観察員 大澤眞 撮影：自然環境観察員 大澤眞 
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●イワツバメ（ツバメ科） 

・巣の外観…ビルや橋の下に集団でつくる。壁と天井にくっついていて、出入口の穴が一か

所空いている。コシアカツバメの巣と似ているが、出入口は細長くない。 

・成鳥の外観…尾羽が短いので、全体的にずんぐりして見える。頭からの上面は黒く、光沢

はあまりない。頭の付け根前側、頬から体下面はきれいな白色。クチバシは黒い。足には

指の先まで白い羽毛が生えている。尾羽はわずかに切れ込んでいる程度。 

 

●ヒメアマツバメ（アマツバメ科） 

・巣の外観…主にイワツバメの巣を奪い取る、又は古巣を利用することが多く、入口に羽毛

を付けるのが特徴で、親鳥がいなくても識別できる。 

・成鳥の外観…喉と腰だけが白っぽい。全体に黒味の強い黒褐色だが、頭は少し淡い。喉は、

くすんだ白色で、鎌型の細長い翼をしている。 

 

撮影：秋山幸也 撮影：秋山幸也 

撮影：秋山幸也 撮影：秋山幸也 
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（６）調査票の記入方法 

 

 

 

「地図番号」 

  メッシュ地図の 4分割番号 (①、②、③、④) を記入してください。 

 

「確認場所」 

  確認した巣に記号 (A、B、C、D、E・・・) を付けて 

他の巣と見分けがつくよう記入してください。 

  後日、同じ巣を観察して利用状況などが変わっていた場合は、 

同じ記号を記入してください。 

 

「日付」 

ツバメの巣を確認した日付を記入してください。 

 

(１)ツバメ種類 

  確認したツバメの種類 (ツバメ、コシアカツバメ、イワツバメ、ヒメアマツバメ)、不

明の場合は「不明」記入してください。 

また、現在使われていない巣があった場合にも記録し、《項目説明》の【(6)．巣の利用

状況】で「3．使われていない古巣」を選択してください。 

 

(２)高さ 

  ツバメの巣がある場所の、地上からの高さを「ｍ」メートル単位で記入、マンションや 

ビル等の高層階の場合は、階数を記入してください。 

 

(３)建物種類 

ツバメの巣を確認した建物の種類を、≪項目説明≫の【(3)．建物の種類】から選択し、

番号で記入してください。該当しない場合は「9．その他」を記入し、(3)の欄に建物の

種類も記入してください。 
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(４)建物素材 

ツバメの巣を確認した建物の素材を、≪項目説明≫の【(4)．建物の素材】から選択し、

番号で記入してください。該当しない場合は「9．その他」を記入し、(4)の欄に建物の

素材を記入してください。 

 

(５)人口補助有無 

確認したツバメの巣に、板やバケツなどの人間による補助の有無を、≪項目説明≫の 

【(5)．人間による補助の有無】から選択し、番号で記入してください。 

 

(６)利用状況 

確認したツバメの巣の利用状況を≪項目説明≫の【(６)．巣の利用状況】から選択し、番

号で記入してください。 

 

 

（７）担当メッシュ地図（Ａ４カラー地図）の記入例 

ツバメの巣（現在使われていないものも含む）を確認した場合には、確認した地点に「×」

印と、調査票の確認場所の欄に記入した記号(A、B、C、・・・)を特定できるよう記入し

てください。 
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２．こんな場合には？ 

Ｑ１．ツバメの巣、または親鳥を確認したが種類が分からない。 

Ａ１．不明と記入し、可能であれば写真記録を送ってください。 

 

Ｑ２．ツバメの巣が見つからない。 

Ａ２．巣を確認できなくても調査票を必ず提出してください。「巣の確認なし」という結果も

大切です。また巣を発見するまで調査担当地をくまなく探す必要はありません。 

 

Ｑ３．調査票が足りなくなった。 

Ａ３．環境情報センターのホームページからダウンロードできます。自宅にインターネット

を利用できる環境が無い場合はお電話でご連絡ください。 

 

Ｑ４．自分の担当地以外の場所も調査したい。 

Ａ４．環境情報センターまでご連絡ください。 

 

Ｑ５．調査ができなくなった。 

Ａ５．早めに環境情報センターまでご連絡ください。 

 

３．調査票の提出について 

調査が終了したら「ツバメの巣分布 調査票」、「2019年度全体調査アンケー

ト」と「Ａ４メッシュ地図」を７月１５日（月）までに環境情報センターまで

ご提出ください。 

※ツバメの巣を確認できなかった場合でも、必ずご提出ください。 

※資料の入った封筒をキリトリ線に従って切り取り提出用封筒としてご 

利用ください。 

 

４．野外調査にあたって注意していただきたいこと 

※調査は、可能な範囲で結構です。危険を冒す調査や無理はしないでください。 

※帽子の着用、水分補給など熱中症対策を行ってください。 

※調査では必ず「自然環境観察員登録証」を携帯してください。 

※調査の方法や手引きなどでご不明な点があればお気軽にご連絡ください。 

  
 

 

 

 

写真提供：相模原市立博物館学芸員 秋山 幸也氏 

写真提供：相模原市自然環境観察員 大澤 眞氏 

協  力：相模原市立博物館学芸員 秋山 幸也氏 

参考文献：『山渓ハンディ図鑑７ 日本の野鳥』（叶内拓哉他,1998） 



 

相模原市自然環境観察員制度 

 

2019年度 第 57号 

自然観察かわらばん 
2019年 10月 1日発行  

「環境学習セミナー」を開催しました 

第 1回環境学習セミナー、第 2回環境学習セミナー          4月１４日（日）参加者 59名 

第 1 回環境学習セミナーは、環境情報センターで行いま

した。午前中は、制度の説明と部会リーダーの紹介などを行

った後、学芸員の秋山幸也さんから「市民調査の意義につい

て」お話ししていただきました。自然環境観察員の岩屋秀光

さんより「2018 年度全体テーマ調査『アメリカオニアザ

ミ』」の結果報告をしていただきました。午後からは、

「2019 年度全体テーマ調査「ツバメの巣分布調査」につ

いて、学芸員の秋山幸也さんよりご説明をしていただきま

した。 

今回、お昼をはさんでのセミナーとなりましたので、部会ごとに昼食をとりました。皆さん会話がはずみ、

和やかな時間が過ごせて、より皆さんの親睦が深められました。 

平成 30年度活動報告会                      6月 15日（土）参加者 27名 

植物調査、野鳥調査、河川生物相調査、湧水環境調査の 4

つの専門調査と、自主テーマ調査（井口建夫さん：地中温度

（横浜測候所）データの解析、亀崎誠さん：湧水量の過去の

降水量による重回帰分析、三宅潔さん：相模原市内でのカブ

トムシクワガタの生息状況の調査、増田侑太朗さん：県相の

自然史）の各調査結果について、報告がありました。 

 

 

 

第 3回環境学習セミナー                        8月 24日（土）参加者 17名 

桜美林大学で講演会を開催しました。「地域の自然を調べる

～カワラノギクの事例に学ぶ市民活動のヒント～」と題し、 

明治大学農学部教授の倉本宣先生にお話しいただきました。 

観察員以外の参加者も含めると３７名の方にご参加いただ

きました。絶滅危惧種であるカワラノギクの生態や、市民が

行える特別な道具を使わない調査方法について学びました。 

質疑応答も活発に行われ、カワラノギクへの関心の高さを

感じました。   

資料 ２－１ 

（2020年 6月 1日修正） 



活動発表 

第 15回さがみはら環境まつり                    6月 30日（日）参加者 8名 

 環境月間にちなんで杜のホールはしもとで開催さ

れた環境まつりにて、観察員の展示を行ないました。 

観察員制度の紹介パネルを設置し、昨年実施した全体

テーマ調査「アメリカオニアザミの分布調査」の結果

を紹介しました。 

 環境まつりにはたくさんの方が来場され、大盛況で

した。自然環境観察員の活動を PRするよい機会とな

りました。出展のご協力をいただいた皆様、立ち寄っ

ていただいた皆様、ありがとうございました。 

 

 

 

皆さんに取り組んでいただいたツバメの巣分布調査～全体テーマ調査～ 

 今年の全体テーマ調査は「ツバメの巣分布調査」です。 

調査の初日となる４月１４日には市立博物館の秋山さ

んを講師に招き、第２回環境学習セミナーを開催しまし

た。 

調査結果は取りまとめ中のため、準備が整い次第、検討

会を開催する予定です。 

 

 

 

 

 

 

平成３０年度相模原市自然環境観察員制度年次報告書を発行しました 

 皆さんに昨年取り組んでいただいた「アメリカオニアザミの分布調査」、専門調査や各部会の活動の様子、自主

テーマ調査等をまとめた年次報告書を発行しました。本書は当館ホームページに掲載するほか、相模原市内の公

共施設、一部教育機関等にも配布し、広く調査結果を公開しています。 

 

 

平成３０年度版さがみはらの環境 相模原市環境基本計画年次報告書に掲載されま

した 
 私たち自然環境観察員の活動が市内の環境活動として紹介されました。 

 

ツバメ 

吉田さん撮影 



植 物 調 査 

実施日 第１回 

4/16 

第２回 

5/15 

第３回 

6/16 

第４回 

7/15 

第５回 

8/14 

第６回 

9/15 

参加者数 １０人 ９人 ８人 ７人 ５人 6人 

  

植物調査では、毎月１回、自然観察指導員の西田和子さんの指導を受けながら、地域に生息する花の開花状況

（つぼみ～熟した実まで）を記録する「花ごよみ調査」を実施しています。 

平成２９年度より調査場所を、相模原市立博物館周辺の雑木林に移し２つのエリアに分けて１時間ごとを目安

に調査しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野 鳥 調 査 

 

 

今年度は相模湖与瀬周辺を調査地として、春季（渡り期）と夏季（繁殖期）に調査を実施しました。あらかじめ

設定したコースを歩き、確認した野鳥を記録する線センサス調査を行いました。 

◆春季（渡り期）調査 

5月 11日（土） 

今年度もさがみはら緑の風の後藤裕子さんを講師に迎え、鳥の種類や鳴き声、特徴について解説していただき

ました。 

 相模湖駅から千木良までバスで向かい調査スタート。ライン 1の相模湖大橋までではトラツグミ、サンショウ

クイ、キビタキなどの声やトビの姿などが確認できました。 

 相模湖へ向かうライン 2ではカルガモ、ツバメやイワツバメの姿を見ることができました。 

◆夏季（繁殖期）調査 

6月 22日（土） 

 あいにくのお天気が続き、延期になっていましたが小雨の降る中で調査を行いました。 

相模湖駅では子育て中のツバメ、イワツバメがお出迎え。ライン１の途中の橋では少し時間をとって観察し、カ

ワセミの姿も見ることができました。 

 

ホタルブクロ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

河 川 生 物 相 調 査 

9月 7日（土）参加者６名 

今年度から守屋博文さんに講師を務めていただいています。緑区中野の大沢川で調査を行いました。 

もともと水量の少ない河川ですが、雨が少なかったためほとんど流れがありませんでした。それでも、少ない

水の中に避難してきている生きものを見ることができました。 

サワガニやゲンジボタルがみられ、きれいな水であることが確認できました。 

新しい取り組みとして、湧水環境調査（10月 5日予定）で採集した生きものと合わせて生物の同定の勉強会

を行う予定です。 

  

部会活動報告 

◆植物部会（運営委員：安藤和子さん、伊藤佑子さん、佐藤栄吉さん、岩屋秀光さん） 

 4，5，7，8，9月に行いました。花ごよみ調査の結果のまとめ方や、植物部会主催の観察会の計画などにつ

いて話し合いました。 

◆野鳥部会（運営委員：安藤岳美さん、伊藤洋佑さん、大澤眞さん） 

 4 月のセミナー後と、5，6 月の調査後に実施しました。結果の読み合わせや気づき、今後の部会の活動につ

いて話し合いました。 

◆河川生物相部会（運営委員：田畑房枝さん、益子弘さん） 

 4月のセミナー後に今年度の活動について話し合いました。また、今年は調査の事前学習会を実施できなかっ

たため、調査の前に説明会を行いました。今後は生物の科名までを同定すること、今後の調査地の選定について

守屋さんから提案いただきました。 

オニヤンマ 

ツバメのヒナたち 



◆湧水部会（運営委員：井口建夫さん、亀崎誠さん） 

 4月の部会で今年度の活動を話し合いました。6月の部会では内水面調査の結果の検討、活動報告会の発表内

容の検討を行いました。 

仙洞寺山データ収集会を開催しました 

フォレスト２１のガイドブック作成に協力するため、今年度は緑区青山の仙洞寺山でデータ収集会を 4 回予定

しています。 

野鳥は後藤さん、昆虫は守屋さん、哺乳類は岡林さんに講師をお願いしています。 

5月に野鳥、7月に昆虫のデータ収集会を実施しました。 

10月には野鳥と哺乳類、11月には哺乳類と生きもの全般のデータ収集を予定しています。 

 

定期的な運営委員会の開催 

今年度から定期的に運営委員会を開催することとしました。 

リーダーは湧水部会の亀崎誠さん、サブリーダーは野鳥部会の安藤岳美さんです。運営委員に限らず観察員の方

どなたも参加が可能です。 

今後の予定 

2019年 

10月 5日（土）   豊水期湧水環境調査 

10月 14日（月祝）植物部会主催 植物観察会 

10月 16日（水） 第 7回植物調査 

10月 19日（土） 仙洞寺山データ収集会 

10月 23日（水） 第 4回運営会議 

11月 15日（金） 第 8回植物調査 

11月 16～17日（土日）市立博物館学びの収穫祭 

11月 23日（土） 仙洞寺山データ収集会 

11月 27日（水） 第 5回運営会議 

12月 15日（日） 第 9回植物調査 

12月未定  第 6回運営会議 

2020年 

1月 15日（水）第 10回植物調査 

1月 18日（土）野鳥調査越冬期Ⅰ 

2月 1日（土） 渇水期湧水環境調査 

2月 15日（土）第 11回植物調査 

2月 16日（日）野鳥調査越冬期Ⅱ 

3月 15日（日）第 12回植物調査 

3月 21日（土）植物部会主催 植物観察会 

 

 

 

 

 



 

相模原市自然環境観察員制度 
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2020年 3月 31日発行  

全体テーマ調査結果検討会を開催しました 

「ツバメの巣分布調査」結果検討会                 １２月２１日（土）参加者 12名 

昨年取り組んでいただいた「ツバメの巣分布調査」について、調

査結果の検討会を開催しました。 

ツバメの巣が発見できたメッシュを地図に落とし込む作業をしな

がら、気づいたことや感想を話し合いました。ツバメは減っている

ように感じる、という意見や、カラスの被害を目撃した、といった

声もきかれました。 

調査結果のまとめは平成 31 年度（令和元年度）年次報告書に掲

載します。 

「環境学習セミナー」を開催しました 

第４回環境学習セミナー 「水生生物の同定勉強会」        １０月２９日（火）参加者 10名 

第５回環境学習セミナー 「水生生物の同定勉強会」         ２月 15日（土）参加者 10名 

今年度の新しい取り組みとして、第 4回・第 5回の環境学習セ

ミナーでは「水生生物の同定勉強会」を実施しました。この勉強会

は専門部会の活動である河川生物相調査、湧水環境調査で確認した

生物を同定するための知識を得ることを目的としています。講師の

守屋さんの講義とともに、実際に採集した生物を用いて顕微鏡をの

ぞきながら各生物の特徴を学びました。 

 この勉強会は来年度も開催を計画しています。興味のある方はぜ

ひご参加ください。 

※3 月 1 日に開催予定だった第 6 回環境学習セミナーは新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止しま

した。 

活動発表 

市立博物館主催 学びの収穫祭へ参加   11月 16日（土）・17日（日） 

 今年度、相模原市自然環境観察員からは、「相模原市自然環境観察員制度について」と平成 30 年度全体

テーマ調査「アメリカオニアザミの分布調査」の結果をポスターで発表しました。 

資料 ２－２ 

（2020年 6月 1日修正） 



 湧水部会は「相模原台地の段丘面と地下水（その２）-井

戸内の気温・水温の温度分布季節変化-」と題し口頭・ポス

ター発表するとともに、「神奈川県淡水魚増殖場の湧水記

録データの調査分析」の口頭発表も行いました。 

 三宅潔さんは「相模原市内のカブトムシ・クワガタムシ

の生息状況調査と『昆虫文化を子供たちに伝える会』の活

動紹介」と題して口頭・ポスター発表を行いました。 

   

第26回市民環境活動報告会実行委員会主催 第26回市

民環境活動報告会へ参加   2月 21日（金） 

 三宅潔さんが「カブトムシは地球環境のバロメーター」と題し、口頭発表を行いました。 

 

※2 月 21～23 日に予定されていた「相模原市文化財展」では湧水部会と三宅さんが発表予定でしたが、新型

コロナウイルスの感染拡大防止のため、中止となりました。 

 

植 物 調 査 

実施日 第７回 

10/16 

第８回 

11/15 

第９回 

12/15 

第 10回 

1/15 

第 11回 

2/15 

第 12回 

3/1３ 

参加者数 ６人 ６人 ７人 ７人 ８人 ＊ 

 植物調査では、毎月１回、自然観察指導員の西田和子さんの指導を受けながら、地域に生息する花の開花状況

（つぼみ～熟した実まで）を記録する「花ごよみ調査」を実施しています。 

平成２９年度より調査場所を、相模原市立博物館周辺の雑木林に移し２つのエリアに分けて１時間ごとを目安

に調査しています。 

季節の移り変わりに応じて表情を変える雑木林の植物を楽しく確認しています。この冬は冷え込みも厳しくな

く気温の高い日が続いたこともあり、ハルジオンやタチツボスミレの花など確認が早かった植物もありました。

調査日も気温が高めの日が多く、和やかに調査を行えました。 

※3月の花ごよみ調査は新型コロナウイルスの感染拡大防止のため、西田さんと事務局のみで行いました。 

 

野 鳥 調 査 

 

今年度は相模湖与瀬周辺を調査地として、春季（渡り期）と夏季（繁殖期）に調査を実施しました。あらかじ

め設定したコースを歩き、確認した野鳥を記録するラインセンサス調査を行いました。 

◆冬季（越冬期）調査 

１月２５日（土）参加者４名 

大雪の予報が出されたため前日に調査延期の決定、1週間延期しての実施となりました。 

昨年の台風 19号の増水の影響で相模川と底沢の合流付近は環境が大きく変わって驚きました。増水の痕跡が台

風のすごさを物語っており、沢沿いの低木や藪がすっかり姿を消していました。藪を好む野鳥たちはどこに行っ

てしまったんでしょうか。そのかわりと言っては何ですが、カワガラスを観ることができました。エナガ、シジ

ュウカラ、コゲラの混群にも遭遇し、可愛いエナガをゆっくり観察できました。 

確認種数：計 2１種 



 

2月 23日（日）参加者６名 

２月も降雨の影響で 1週間延期しての実施となりました。風が強く、あまり野鳥の動きが活発ではありませんで

した。確認できた種は少なめでしたが、すこし遠めでしたがミサゴをゆっくり観察することができました。猛禽

類はやっぱりカッコイイですよね。 

たわわに実った球果で杉が茶色になっていて、強い風が吹きつけると花粉が靄のように飛ばされていきました。

花粉症の人にとっては、まさにぎょっとする光景でした。 

確認種数：計 18種 

 

湧 水 環 境 調 査 

 

 ◆湧水環境調査：＜豊水期＞ 10月５日（土） 参加者：８名  天気：晴 

＜渇水期＞   2月８日（土）  参加者：８名  天気：晴 

 今年度は 6か所の湧水地（望地の渡し、東急工建下、塩田ホーム脇水路、緑化センター裏、当麻山公園、勝坂

遺跡）で、水質・植物・水生生物について調査を行ないました。 

 ＜豊水期＞水量は前年に比べて全体的に減少していました。2 か所でゲンジボタルの幼虫を確認できました。

また、絶滅危惧種のホトケドジョウも確認することができました。植物については大きな変化はありませんでし

た。 

 ＜渇水期＞植物は、前回（平成 26年度）と比べて変化は少なかったようです。木が茂りすぎて、日陰なので

野草は少なかったです。 

今年の湧水量は変動が激しかった。5月までは地下水が渇水だったが、１０月に大雨が降り渇水期にしては水量

が多かった。ゲンジボタル、ホトケドジョウが確認できました。 

 

部会活動報告 

◆植物部会（運営委員：安藤和子さん、伊藤佑子さん、佐藤栄吉さん、岩屋秀光さん） 

 植物部会主催「薬用植物園見学会」 参加者１４名 

１０月１４日（祝）に植物部会主催の植物観察会「薬用植物園見学会」を開催しました。北里大学講師の石川寛

氏の丁寧な解説を伺いながら薬学部付属薬用植物園を見学させていただきました。普段の観察会とは一味も二味

も違った内容に、最後の質疑応答では観察員の方からいろいろな質問が飛び出していました。 

 

◆野鳥部会（運営委員：安藤岳美さん、伊藤洋佑さん、大澤眞さん） 

 野鳥部会主催「野鳥観察会～鳥見散歩～」 参加者 ６名 

１９年１２月１４日（土）９：００に下溝駅に集合し、新戸スポーツ広場まで相模川沿いで野鳥観察会を実施し

ました。穏やかな天候でまさに「鳥見散歩」にふさわしく、ゆったり野鳥観察が行えました。カワウの群れが小

魚を浅瀬に囲い込み、捕食する様子は迫力満点で圧巻でした。 

 

※3 月７日（土）の一般向け野鳥調査体験会は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中止となりました。

多くの方に申し込みいただいただけに非常に残念でした。ぜひ、次の機会を作り開催しましょう。 

 

◆河川生物相部会（運営委員：田畑房枝さん、益子弘さん） 



  

◆湧水部会（運営委員：井口建夫さん、亀崎誠さん） 

  

～1年間ありがとうございました（事務局スタッフより）～ 

◆感染症の影響で不安定な状況が続いていますが、早く調査、イベントが再開できるよう願っています。（宮崎） 

◆何回か調査に同行させてもらい、大変楽しく、勉強になりました。今後も皆さんが安心して活動できるよう、

裏方として力を尽くしたいと思っています。よろしくお願いします。（鵜戸口） 

◆不慣れな事に戸惑うこともありましたが、そのたびに観察員や講師の方に助けていただきました。これから観

察員の方がより良い活動を行えるように頑張りたいと思います。（勝田） 

◆1年間多くのことを教えていただきありがとうございました。来年度もよろしくお願いします。（鈴木千景） 

◆1年間ご協力いただき、ありがとうございました。（鈴木初音） 

◆観察員のみなさんの活動を通じて、相模原が自然豊かな市であるということを実感することができました。あ

りがとうございます。（石井） 

◆相模原の自然を一緒に見守り続けましょう。1年間ありがとうございました。（久保田） 

 

今後の予定 

予定は変更する場合があります。最新のお知らせをご確認ください。 

 

 

●全体の行事● 

 

4月 25日（土）第 1回環境学習セミナー 

5月 27日（水）第 1回運営委員会 

6月 7日（日）平成 31・令和元年度活動報告会 

6月 13日（土）さがみはら環境まつり 

8月 26日（水）第 2回運営委員会 

8月 28日（金）第 1回企画会議 

8月 29日（土）第 2回環境学習セミナー 

（トコロジスト講演会） 

9月 5日（土）第 3回環境学習セミナー 

（河川・湧水調査説明会＆湧水講演会） 

10月 17日（土）第 4回環境学習セミナー 

（水生生物の同定勉強会） 

10月 25日（日）植物部会主催植物観察会 

●部会の行事● 

＜植物部会＞ 

4月 15日（水）第 1回植物調査 

5月 15日（金）第 2回植物調査 

6月 16日（火）第 3回植物調査 

7月 15日（水）第 4回植物調査 

8月 15日（土）第 5回植物調査 

9月 15日（火）第６回植物調査 

10月 16日（金）第 7回植物調査 

＜野鳥部会＞ 

5月 17日（日）野鳥調査繁殖期Ⅰ 

6月 20日（土）野鳥調査繁殖期Ⅱ 

＜河川生物相部会＞ 

9月 13日（日）河川生物相調査 

＜湧水部会＞ 

10月 3日（土）豊水期湧水環境調査 

 

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 



相模原市自然環境観察員 井口建夫、亀崎 誠 

１．はじめに 

相模原の井戸地下水について、水質等の年間変化を、既報（その 1）で報告した 1)。相模原台地

の段丘面により、井戸水位深さ、井戸水温の年間変化が異なるのが見られた。また、地下水温に影

響する地中温度について、地中深さと地中温度、気温との関係を、横浜測候所のデータ 2)を基に解

析して報告した 3)。 

井戸地下水の水温を一般の掘り井戸にて測定する場合には、井戸内の井桁部から地下水面まで

の気中空間の状況を把握しておくことも必要である。そのため、陽原面、田名原面井戸で井戸内気

温および井戸水温の鉛直方向の温度分布について、季節ごとに測定、調査を行った。各井戸の

井戸気中部、地下水面境界、水中での温度分布の比較し、特徴を明らかにした。井戸内気温

は、外気温、井戸内空気の対流、側壁の地中温度の影響を受けていることが判明した。 

２．調査方法 

2.1. 調査井戸 

調査井戸を表 1 に示す。詳しくは既報（その 1）1）の一覧表と地図を参照。 

表 1.井戸調査場所と井戸設置状況 

 

 

 

2.2.井戸内気温および井戸水温測定 

a)デジタル温度計と測定装置構成 

①2017年使用温度計：クレセル社製 AP-07W、分解能：0.1℃

②2018年使用温度計：マルチ水温計、日本動物薬品㈱販売元、分解能 0.1℃、測定精度±1℃

温度計は基準温度計と比較し補正した。

デジタル温度計の温度表示部と温度センサーの間にリード線(①7.9m、②11.3m）を追加接続して

測定温度計とする。センサー部先端に重りを付け、これを巻き尺と一体化した。デジタル温度計のセ

ンサー部、表示部とリード線を途中で①から②に変更した。 

b) 測定手順

井戸の外壁から約 10cm 位置に、リード線付き巻尺を吊り下げて、所定の深さで温度測定を行う。

デジタル温度計の温度が一定値になる 5 分程度放置後に温度を読み取る。センサーを下げながら

行う「下げ時測定」で井戸内気温を、引き続き水中に入れ井戸水温を測定し、底に達した後に、セン

サーを上げながら行う「上げ時測定」に移り、水温と井戸内気温を測定する。井戸深さは、井戸内で

井桁を除き地表面（GL基準）からの長さで示す。 

2.3.測定年月 

   井戸 3 か所の測定年月を表 2 に示す。 

表 2.調査測定年月→ 

地面(GL) 井戸底 深さ 径 井桁高さ

m m m m cm
MW1 南区当麻　　　(芹沢）休止 有 有 陽原面 57.1 50.5 6.6 1.1 5

MW2 中央区田名　　(田名塩田)使用中。雑用水 有 有 陽原面 71.3 67.0 4.3 1.0 66
TW2 南区当麻　　　（原当麻）使用中。雑用水 有 有 田名原面 74 64.9 9.1 1.1 63

井戸掘削
段丘面

標高 井戸

記号
井戸場所

井戸使用状況

使用と用途 蓋 ポンプ

2 6 7 8 10 2 5 6 8
MW1 〇 〇 〇 〇 〇 〇
MW2 〇 〇 〇 〇 〇
TW2 〇 〇 〇 〇 〇

井戸
記号

2017 2018

資料 ３－１ 





3.3.井戸 3 か所の井戸水温比較 

井戸 3か所の井戸水温を地表面基準の井戸水位深さによるデータ比較を、図 5 に示す。 

MW1 は、水温平均が 16.1℃で温度範囲は 0.9℃とばらつきが小さい。WM2 は、水温平均が

18.0℃と高目であり温度範囲は 6.3℃と通常の地下水に予想されるよりばらつきが大きい。水温比較

で 2 月が 5 月より、10 月が 7 月より高いことから外気温からの位相ズレ(遅れ)が示唆される。 TW2

は、水温平均が 16.9℃であり温度範囲は 1.9℃となった。 

井戸により水温特性が異なり、水温は、平均値と

ばらつきとも MW2＞TW2＞MW1 の順位である。

TW2 と MW1 の水温は、井戸水位深さから予想さ

れる順位とは逆転している。その要因の 1 つに

TW2 はポンプが井戸底水中設置型による影響が

考えられる（センサー部がポンプと接触によると考

えられる異常値を除く）。 

なお、年間の水温変化は、温度ロガーでデータ

取得を行い、別途詳細に検討する。              図 5.井戸 3 か所の井戸水位と水温 

3.4.水面付近の気温と水温の関係 

井戸水面付近の気温(水面～約 1m 上までの間の気温)と水温の温度差を、井戸水位深さとの関

係で図6に示す。調査月毎にグループ分けしている。温度差0℃よりマイナス側で気温が水温より低

温側となり、プラス側が高温側であることを意味する。 

2 月は低い温度から水温に変化しマイナス側であり、他の月より温度差が大きく、また水位深さが

浅いほど温度差は大きくなり MW2 で 4.1℃も差がある。これは、井戸内空気の対流による影響と推

定される。5、6 月がマイナス側であるが気温と水温差も小さくかつ 3 か所井戸間の差も小さい。相模

原の気温は 5 月頃気温が年間平均気温と同じになるためと推定される。7、8 月はプラス側傾向であ

るが一部マイナス側もある。水位深さが浅い

ほどプラス側に大きくなり 2 月と逆方向である

がその程度は小さい。これは井戸内の空気の

対流が抑制されるためと推定される。 

10月は、MW2 とMW1のデータが気温と水

温の差が大きく異なる位置にある。特に MW2

は、水温 20.3℃と異常に大きいためである

が、要因は課題である。 

                  図 6.井戸内気温水温の温度差と水位 

3.5.地中温度と井戸内気温の類似性 

図 4 の MW1 のデータと別報 3)で報告した地中温度の同月のデータ比較図を図 7 に示す。地中

温度は地下水恒温層温度に対称形であり、井戸内気温は類似の変化であるが非対称形を示す。 

8 月は、両者とも、外気温と同様の 27℃付近から温度が急激に低下していき類似している。 

2 月は、地中温度が外気温から低下するのに対し井戸内気温が 10℃程から低下する。この差は、

前述(3.2 項)した井戸内空気の対流要因を示している。地中温度の変化パターンは、一旦高温にな

り、その後低温になる凸状から恒温層温度に収束するが、井戸内気温は単純な曲線となっている。 



10 月は、地中温度が、地表面(GL)0ｍの 16.9℃から深さ 1ｍで 21.3℃を頂点とした高温側に凸状

を示し、恒温層深さ 10m の 16.1℃に再び低下する弓なり形状を示す。井戸内気温も、地表面 0ｍの

16.2℃から高くなり、井戸深さ1ｍで17.5℃を頂点、水面付近で16.3℃に低下する。井戸内気温は、

地中温度変化より、凸状温度変化は少ないが頂点深さは同じで似たパターン変化を示す。 なお、

図 1 の MW1 は 6 月に逆の低温側に凸状のパタ

ーンを示す。井戸内気温分布に地中温度変化に

見られる地熱が、側壁を通して伝熱している状況

が捉えられた。 

井戸内気温分布が年間でロート状に近い形状

を示すのは、年間の地中温度変化を反映した地

熱伝導と井戸内空気対流、地下水温度等の影響

によると推測される。 

             図 7.MW1 井戸気温と地中温度の比較 

４．まとめ 

一般の堀井戸を活用して、地下水温の年間変化を明らかにするために、井戸内の地表面（GL）か

ら井戸水面までの気中の温度変化を知る必要がある。この井戸内気温と井戸水温を、鉛直方向に

季節ごと測定して、井戸内気温～水面境界気中と水中温度～井戸水温の関係を明らかにした。 

井戸内気温は、外気温近くから井戸水温近くに収束していく。7～8 月は、ほぼ外気温からで井戸

鉛直方向の変動幅が大きい。2 月は、外気温より高い温度からで変動幅が小さく、井戸内の空気の

対流によることを示している。10 月は、外気温が年平均気温となるため、井戸内気温変動も少ない

が、井戸深さ 1m 程を頂点とする高温側に凸状の形状を示す。これは、地中深さでの地中温度と類

似の変化を示し、井戸側壁からの地温(地熱)の伝熱影響を捉えられた。井戸内気温分布は、地中

温度変化を反映した地熱伝導、井戸内空気対流、地下水温度等の影響によると推測される。 

井戸水温の年間変動、鉛直方向変化は、井戸毎の差異が大きい。段丘面、井戸深さ、井戸構造、

ポンプ設置状況などの影響が考えられる。水面付近の気中と水中の境界にて、気温と水温の温度

差は、8月より 2 月が大きい。これは、2 月が井戸内空気の対流に基因と推定される。 

井戸水温の年間変化は、本試験結果を参考に、今後、温度ロガーによる測定データで詳細に検

討していく。 

 

謝辞：本調査にあたり、下記の井戸所有者の方々および機関からご協力をいただきましたので、ここに厚

くお礼申し上げます。 

井戸所有者：南区当麻Ｂ氏(MW1)、中央区田名Ｃ氏(MW2)、南区当麻Ｄ氏(TW2) 

協力機関：相模原市立環境情報センター 
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相模原市内のカブトムシ・クワガタの生息状況調査と

「昆虫文化を子供たちに伝える会」の活動紹介

三宅 潔(昆虫文化を子供たちに伝える会 代表、相模原市自然環境観察員)

図１ 相模原市内での5箇所の調査場所

１．はじめに

「昆虫文化を子供たちに伝える会*」は相模原市内の公園や里山でカブトムシやクワガタなどの昆虫の生

息状況を調査しています。それとともに子供たちとその保護者の方々に、カブトムシなどの採取・観察・飼

育方法をお教えすることで、昆虫と親しむ楽しさを知っていただきます。昆虫を通じ、生命の神秘・科学的

な興味、里山の環境を守る大切さをともに学びます。公園、里山を管理する行政の方々に助言や提言を行っ

ています。そのための昆虫教室（カブトムシの卵、幼虫、成虫の無償提供など）や昆虫観察会（カブトムシ

採り）などを開催しています。これらの活動に協力、参加していただける方も募集中です。

* http://www.sagamaru.org/dantai/dantai/s00625.htm

２．カブトムシ・クワガタの生息状況調査地点の選定

2018年５月より、図１に示す５地点を選んで、カブトムシ・クワガタの生息状況を調査し始めました。

旧城山町のもみじホール近くの雑木林（B）を基本として、相模原北公園（A）、県立津久井湖城山公園

（C）、津久井又野公園（D）、宮が瀬湖近くの天野望氏裏山（E）です。E地点を選んだのは標高が高い

ためにミヤマクワガタを見つけることができないかという期待からです。 2019年6月から、図２に示す

ように、相模原北公園（A）の北西にある（一財）生物科学安全研究所の雑木林（A1）も調査地点に加え

ました。

（一財）生物科学安全
研究所の雑木林（A1）

相模原北公園（A）

図２ 相模原北公園（A）と隣接する（一財）
生物科学安全研究所の雑木林（A1）の調査地点

３．カブトムシとクワガタの生態の違い

カブトムシもクワガタも、その成虫はクヌギやコナラなどの樹液をエサとしています。樹液の発生原

因はカミキリムシやスズメバチ、ボクトウガの幼虫などが樹皮を傷つけることによります[1]。しかし、

最近炭焼きが行われないので、落葉樹の伐採がなくなり、その結果、老木・大木化して樹皮が厚く、堅

くなり樹液を出す木の数が極端に少なくなっています。相模原北公園などの都市公園では顕著です。カ

ブトムシとクワガタは夜行性ですから、日没後か日の出前の早朝に行く方が確実に見つけることができ

ます。

カブトムシの成虫は交尾後、メスが腐葉土の中に直径１ミリほどの卵を産み付けます。孵化した幼虫

は腐葉土をエサとして、脱皮を繰り返し、１齢、２齢、３齢の幼虫となり越冬して、3月頃再び活動を始

め、大きく成長し、５月～６月頃サナギに変態してから、６月末頃から７月にかけて羽化して成虫とな

ります。このようにカブトムシは１年を周期として生きています。

令和元年度 相模原市立博物館学びの収穫祭(2019.11.16 & 17)
資料 ３－２ 
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４．調査方法

バナナと焼酎をベースとして、砂糖と酢をまぜたものを手でつぶしてペースト状にし、それを戸外に約2時

間程おき発酵させたものを、布製の袋に入れてバナナトラップを作ります。袋をコナラの枝あるいは幹にS管

を利用してぶら下げます。北公園では樹液をまったく出していないコナラの木を二本選び、それぞれ2袋ずつ

日没後ぶら下げました。翌朝、日の出前の午前4時前頃、バナナトラップを回収し、採取したカブトムシの雌

雄の数を数えました。

５．調査・観察結果

5.1 B地点（旧城山地区雑木林）での調査

2018年5月中旬から旧城山町の雑木林で採集調査と観察を開始しました。5月16～17日、27～28日

城山の雑木林にトラップを仕掛けるとコクワガタ、ノコギリクワガタが採取できました。カブトムシが採取

できたのは6月8～9日が最初でした。それ以降、順次カブトムシの数が増えていきました（6/9(1匹), 

6/20(1), 6/22(1), 6/23(5), 6/25(1), 6/26(3), 6/27 (3), 6/28(5), 6/29(2)：括弧内は採取数）。

城山の雑木林ではバナナトラップを４～８個仕掛けても、カブトムシが採取出来るのはせいぜい5匹程度で

した。 B地点では大きなクヌギに 昼間はたくさんのカナブン、スズメバチが樹液を吸いにきます。夜間は

クワガタ、カブトムシが集まってきます。樹液とバナナトラップにはカブトムシ、クワガタ、蛾などが集ま

り、多くの場合、ゲジゲジ、ムカデ、ゴキブリがいます。ヘビトンボがいることがありました。この結果は

2019年の夏期でも同様でした。

クワガタの場合、メスが産卵する場所と成育年数がカブトムシと異なります。クワガタのメスはクヌギやコ

ナラの枯れ木に自ら孔を掘り、その中で産卵します。幼虫は枯れ木の中で、種類によりますが、２～3年かけ

て卵、幼虫、サナギと変態を繰り返して成長します。クワガタの成虫は越冬することができ、２～３年間生き

て子孫を残す一生をおくります。カブトムシは腐葉土が必要で、クワガタは枯れ木がないと繁殖することがで

きません。

5.2 A地点（相模原北公園）とA1地点（（一財）生物科学安全研究所）での調査

相模原北公園(A地点)で2018年7月3日から試みにトラップを仕掛けると、図３に示すように、多くのカ

ブトムシがバナナトラップに群がっていました。表１に日にちごとの採取数を示します。7月15日から23

日の間は、100匹を越えるカブトムシが採取できました。クワガタも時々採取することができますが、非常

に少ないことが分かりました。

図４ 採取したカブトムシ91匹。
赤○は前日採取して印をつけた虫が
再度飛来したもの。(2018.7.20)

図３ バナナトラップに群がるカブト
ムシ 赤○は前日採取して印をつけた
虫が再度飛来したもの。

図５ 地点A1の雑木林。枯れ木も

そのままの状態。道路の奥がA地点

相模原北公園(A地点)での調査で特徴的なのは、7月の中旬にカブトムシが大量に発生していることです。

樹液を出さない木を2本選んで、4個のバナナトラップをつけるだけで、100匹を越えるカブトムシが一晩

で採取できたということは、広い北公園の中ではその何倍ものカブトムシが生息していると思われます。

一方、クワガタを採取することはむずかしく、ほとんどいません。



樹液をだしてい
ない
コナラにひもを
まわし、
それにバナナト
ラップの
袋を２つぶらさ
げます。

月 7月 8月

日 3 4 10 11 14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 26 30 13 14 16 18 19 21 23 25 31

♂の数 2 6 11 25 15 28 31 26 27 32 31 18 15 18 17 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0

♀の数 7 13 52 82 58 88 106 66 76 83 60 115 114 49 70 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

♂と♀合計 9 19 63 107 73 116 137 92 103 115 91 133 129 67 87 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0

ノコギリクワ
ガタの数

0 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

コクワガタの
数

0 0 2 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

表１ A地点（相模原北公園）での7月から8月にかけてのカブトムシ(♂、♀)とクワガタの採取数の変化

さらに、B地点と大きく異なることは、昼間、カナブンやスズメバチが北公園にはほとんどいないことで

す。樹液を出す木の数が少ないことも影響をしているかと思われます。夜間、B地点では数多くいるゲジゲ

ジやムカデ、ゴキブリも少なく、ヘビトンボを見ることもありませんでした。

この傾向は2019年の夏期の調査でも同じでした。そこで今年、2019年に相模原北公園と道路ひとつ隔

てた（一財）生物科学安全研究所の敷地である雑木林（A１地点）で同じ日時、時間帯にバナナトラップを

仕掛けて、生息するカブトムシとクワガタの数を比較調査しました。図５に示す（一財）生物科学安全研究

所の雑木林は、まったく人手が入っていない雑木林で、枯れ木もそのまま放置されています。

2019年は2018年と比べて、梅雨の終わりが遅くて、寒い期間が長く続いたことで、カブトムシの大量

発生が遅れました。特徴的な7月31日の結果を比較すると、A地点では、カブトムシの♂が38匹、♀が55

匹（計93匹）、クワガタがいないのに対し、A1地点では、カブトムシ♂11匹、♀が20匹（計31匹）、ノ

コギリクワガタの♂が3匹、♀が4匹（計7匹）、コクワガタの♂が3匹、♀が4匹（計7匹）でした。そのほ

かの日も、北公園ではカブトムシだけだったのに対し、同じ地区で道路ひとつ隔てたA1地点では、カブトム

シもクワガタも採取できることが分かりました。

この2ヶ所を比較すると、北公園では花の栽培のために腐葉土を作っている場所があり、落ち葉が溜まっ

た場所が広くあります。そこはカブトムシの産卵に適した場所です。台風などの影響で倒木となった枯れ木

は、景観をそこねるとか安全上問題があるということで、処分されてしまい、園内にはほとんどありません。

一方、生物科学安全研究所の雑木林では自然がそのままの状態で残されており、落ち葉も枯れ木も残されて

いるので、カブトムシにとってもクワガタにとっても産卵場所が確保されていると思われます。

カブトムシやクワガタがバナナトラップの匂いに引かれて集まると考えられますが、彼らが住んでいる場

所に一番近いトラップに集まり、道路を飛び越えて、隣のトラップまで飛んでくるものの数は少ないと思わ

れます。これはさらなる検証が必要です。

5.3 C、D、E地点での調査

紙面の関係で割愛します。参考資料６をご覧下さい。

付録：NHKと理化学研究所が共同で作成した

カブトムシの体内を3次元的に現した動画“スケスケ

大図鑑“をポスター展示会場でお見せします。



６．『昆虫文化を子供たちに伝える会』の活動紹介（代表：三宅 潔 副代表：後藤 貴浩 顧問：小島 渉）

2019年の活動実績は以下のとおりです。
① 相模原市文化財展でカブトムシの生息状況調査結果をポスター発表(2019. 2. 21 - 24)
② 第１回昆虫教室(2019. 5. 3：環境情報センター、子供たちに幼虫を提供しました)
③ 城山エコミュージアムでカブトムシの生息調査について講演(2019. 6. 12)
④ 第２回昆虫教室（2019. 7. 20 相模川ふれあい科学館、カブトムシ採りを楽しみました）
⑤ 第３回昆虫教室「ヘラクレスカブトなどとふれあう」(2019. 8. 23：相原公民館、卵、幼虫、成虫

を提供しました）
⑥ 城山地区市民文化祭で活動紹介(2019. 11. 2 – 3)

７．結論

相模原市には自然の里山があり、カブトムシやクワガタなどの昆虫がたくさん生息しています。旧城

山町や津久井地域ではムササビやオオムラサキも見ることができます。しかし、北公園のような都市公

園では、枯れ木を処分してしまうため、カブトムシにとっては住みやすいが、クワガタにとっては住み

にくいことが分かりました。公園では生きものの採集が原則禁止されていますが、小さな子供達が昆虫

を採集・飼育して、自然の営みを勉強し、生命の不思議を知ることも成長の過程で重要なことです。

我々は子供たちが昆虫の文化と親しむために自然を守る責任があります。行政の方々はクヌギなどの木

の萌芽再生を行うとか、伐採木の一部を公園内に長期間置いておく工夫や、昆虫の天敵であるカラスや

モグラ（イノシシ）対策などに配慮いただきたいと考えます。

参考資料

1. 小島 渉、『不思議だらけカブトムシ図鑑』、彩図社、(2019年7月第１刷発行).
2. 小島 渉、『わたしのカブトムシ研究』、さえら書房、(2017年2月発行)
3. 本郷儀人、『カブトムシとクワガタの最新科学』、メデイアファクトリー新書、(2012年6月発行)
4. 新・ポケット版 学研の図鑑⑪ 『カブトムシ・クワガタムシ』(2017年5月増補改訂版発行)
5. 三宅 潔、『昔の夢 … 昆虫博士』、日立返仁会誌、No. 121 (2017・春) pp. 122 - 128.
6. 三宅 潔、第４４回相模原市文化財展配付資料（相模原市教育委員会、2019. 2.21 - 24）
７．『クワガタムシ』、小学館の学習百科図鑑４９、小学館(1989年9月20日、初版第2刷発行). 
８．安藤”アン”誠起、『原色で楽しむカブトムシ・クワガタムシ図鑑＆飼育ガイド』、実業の日本社、

(2017年7月12日、初版第１刷発行).
９．野村周平監修、『日本の生きものずかん５ カブトムシ』、集英社、(2014年6月7日、第6刷発行).
１０．生物の科学 遺伝、『クワガタムシ研究最前線』2018年 No.4.
１１．吉田賢治、『クワガタムシ・カブトムシの知られざる世界』、KKベストセラーズ、(2016年8月5日、

初版第１刷発行).

第１回昆虫教室

第２回昆虫教室

第２回昆虫教室

第３回昆虫教室
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